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1998年1月の役職者交代にともない、酒井最史副館長、本間暁事務副部長兼総務課長が
資料委員会委員をはずれ、メンバーは次の通りとなった。兼築信行副館長、旭英樹総務課長、
松下員也図書課長(委員長)、吉田伸一整理課長、北風貴紫雑誌課長、中西裕高田記念図
書館担当課長、井上真理子戸山図書館担当課長。
ほほ二ヶ月に一回委員会を開催(緊急の必要あるときは随時)、1冊または1セット100万円以
上の高額資料の購入申請につき、可否を審議している。購入決定したものは図書館報「ふみくら」
で広報し、申請者、価格、取扱業者をふくめ情報開示している。
1998年度は年間9件の高額資料購入申請があり、慎重な審議を経て、うち7件を購入可とし、
2件を保留とした。また前年度保留になっていた案件のうち3件を購入可とした。
広報委員会のもとには、展示部会、「図書館紀要」編集部会、「ふみくらJ編集部会、「蔦」編
集部会、オリエンテーション部会があり、それぞれ活動している。また、その他に総務課と協力して、
図書館広報活動が円滑に行われるよう企画・提言をおこなっている。
今年度、利用者に対する広報誌としては、「ふみくらJ59~61号を発行した。 また、「図書館
紀要jについては第46号を刊行した。
展示部会は、学内外で数多くの展覧会を積極的に開催、または協力しており、なかでも「錦
絵にみる近代日本の夜明け展」は、5月の「オール早稲田文化週間」での展示を皮切りに、所沢
図書館、軽井沢町、鴨川市でも開催し、図書館資料を広く一般の方に見ていただ、く機会となった。
各展覧会の内容は、 P26をご覧いただきたい。
オリエンテーション部会で、は、例年の新入生向け図書館ツア、WINE講習に加え、春、秋に
も学術情報検索講習会を開催して、WINE以外の情報検索入手方法を利用者に知らせた。
また、新WINE移行後には、インタネット端末操作に重点をおいた「新WINEゆっくり講習会」
を企画し好評で、あった。
また、新WINE移行にともなう各種お知らせやホームページでの広報など箇所聞の調整をふ
くめて利用者への広報サービ、スの促進にも努めた。
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1996年10月よりサービスを開始しているOCLCFirst Searchの利用について、従来はパス
ワードを個人配布方式で、行っていた。今年度は利用期限の迫っていた契約サーチの利用延
長をOCLCと交渉し、実現すると同時に図書館ホームページからの自動ログ・オン方式に変更
した。一方で学内の端末環境の整備充実、利用促進キャンペーンなどもあり今年度の利用実
績は前年度に倍加する勢いで伸びてu、る。
従来本庄分館、理工学図書館、所沢図書館間で、実施していたG4Faxによる雑誌論文の取
り寄せについて、4月から中央図書館、戸山図書館もそのネットワークの範囲に加えて展開して
いる。また1月の新WINEシステムへの移行を機に中央図書館および、キャンパス図書館などW
INEシステム運用箇所間で、利用規則等平準化にむけて調整をはかった。
1998年度の研修参加の詳細は本年報の「研修受講者等」の欄を参照いただきたい。
図書館業務も情報化や国際化の進展を受けて、大きく様代りをみせているなかで、研修の位
置付けは重要になっている。従来からの語学研修や私立大学図書館協会等が主催する研修
に加えて、近年で、は情報データベースに関する研修への積極的参加などその範囲も多様化し
ている。本年は新WINEシステムに移行したこともあり、システム移行関連業務も含めて毎日の
業務がある意味で、は研修の連続で、あったとも言える。研修委員会としては、これらの研修の整
備を行いつつ、図書館職員に積極的な参加を働きかけている。
図書館として1997年6月に標記の委員会を組織し、図書館システムの主管箇所であるメディ
アネットワークセンター(MNC)と協力して次期図書館システム導入に関る政策的問題を審議し、
協力業者に対応してきた。システムの具体的な各機能については委員会の下に設けられたワ
ーキンググループで検討してきた。
MNCとのより一層の協力体制を構築するため、1998年1月にメディアネットワークセンターの
役職者を含めて再編成し、全学情報環境の一環としての次期図書館システムについて協議を
続けている。
1998年1月から新図書館
システムが部分稼働している。
今後、全面稼働に向けて、日
本語処理機能を強化させて
いく予定である。
